
。

【特集】【特集】2

岐阜経済大学生の生活大解剖岐阜経済大学生の生活大解剖

2010
年度

メニュー

交流の輪を広げよう

「海外語学研修」「交換留学生紹介」
輝け！アスリートたち
キャリア支援課だより

研究室だより
教育最前線「企業人育成コース」
　　　　　「映像プロモーション論の授業」
キャンパス彩々

オープンキャンパス日程／父母懇談会日程／教職員人事

交流の輪を広げよう

「海外語学研修」「交換留学生紹介」
輝け！アスリートたち
キャリア支援課だより

研究室だより
教育最前線「企業人育成コース」
　　　　　「映像プロモーション論の授業」
キャンパス彩々

オープンキャンパス日程／父母懇談会日程／教職員人事

6

8

10

12

13

14

16

75
vol.

岐阜経済大学マガジン

2010.JUNE

Gifu Keizai University



岐経大生は、毎日どのような生活を送っているのか、
1人暮らしが多いのか？ 何で通っているの？
クラブには入っているの？ アルバイトはしているの？ など
いろいろな面から岐経大生の生活を大解剖してみます。

君は1人暮らし？  それとも家族と同居？
何で通学していますか？

スポーツ経営学科が設立されてから、１人暮
らしの割合が増えています。通学は、自転車通
学が全体の30％で一番多く、次に自動車の割
合が多いです。これは、本学には、500台収容
の無料駐車場があるためです。次いで公共交
通機関である電車、バスが多く、これは大垣
駅から大学間のバス料金が2006年4月から
無料になったことが考えられます。

大学に週に何日通学？

1、2年時の語学や体育をはじめ
出席を重視する授業が多く、平日
は毎日大学に来る学生が多いで
す。基本的に4年生は、週に1度、
演習Ⅲの授業にだけ来ることに
なります。

本学学生全体の約6割が1人暮らし。
通学は自転車、自動車通学が50%。

学生全体の約6割が週に5日以上。
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友人は何人？  知り合ったきっかけは？

特にスポーツ経営学科所属の学生は、全体の20%が「友人の数10人以
上」と答えています。友人と知り合ったきっかけを尋ねると、一般授業と
回答した学生が全体の30～40％と一番多く、次に演習、クラブ活動と
続きます。本学では、1年生から少人数教育を導入しており、演習や授業
を通じてできる友人が多いといえます。スポーツ経営学科を中心にクラ
ブ活動がきっかけとなった友人が多く、人間関係の絆が強いです。

昼食はどこで？

学生の半数は、食堂を利用します。左図からみ
ると、学外の飲食店やスチューデントプラザ
（3号館）を利用する学生も20％近くいること
がわかります。食事は大切。しっかり食べま
しょう。

相談するのは誰？

学生生活上の悩み、心配事の相談相手を尋ね
たところ、学内の友人が全体の40％と一番多
いです。学生間では、先の結果からもわかるよ
うに友人間の人間関係の信頼は強いようで
す。反対に演習の教員に相談したことがある
学生は、20％と低い結果でした。

昼食の場所は、半数が食堂を利用。

友人の数は、10人以上と答えた学生が全体の約70％。

相談相手は、学内の友人。

3 岐阜経済大マガジン



通学に自転車、自動車を利用し、平日は毎日、大学に来て授業を受けながら、
友人たちと交流を深め、各自の悩みを相談し、夕方はクラブ活動か、アルバイトに
勤しむ毎日を送っています。

岐経大生の生活は……

保護者からみた岐阜経済大学
アルバイトはする派？ しない派？
アルバイト代の使い道は何？

アルバイト代の使い道は小遣いや生活費が一番多いで
す。1人暮らしをしている学生は、生活費が30％近くを占
めていて、アルバイトは必須になっています。家族と同居の
学生は、小遣いにあてています。次に預・貯金にあてる学生
が多く、学費にする学生は、ほんの少数です。

アルバイトをしている学生は、全体の2/3。
日数は週に3～4日。

クラブは入っていますか？

スポーツ経営学科の学生は、入学前からスポーツ系クラ
ブで活躍したり、スポーツ好きが多いため、所属率は高
いです。臨床福祉コミュニティ学科は、少人数学科で、授
業、ゼミ等を通じて団体の和がまとまりやすく、友人を
誘って入るため、クラブ所属率も50％を超えています。

クラブ活動に所属している学生は、全体の半数。
スポーツ経営学科は、約6割。
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保護者からみた岐阜経済大学保 護 者 からみた岐 阜 経 済 大 学

学
び
の
地　

大
垣

大
川 

美
佐
子 

さ
ん （
静
岡
県
）

　

大
学
で
も
競
歩
を
続
け
た
い
と
い
う
息
子
が
選
ん

だ
、
岐
阜
経
済
大
学
。
監
督
や
先
輩
方
に
温
か
く
迎

え
ら
れ
、
華
や
か
に
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
。

し
か
し
、
初
め
て
の
一
人
暮
ら
し
で
、
自
分
を
律
し

選
手
生
活
を
優
先
す
る
こ
と
は
、
彼
に
と
っ
て
難
し

い
こ
と
で
あ
っ
た
。
多
く
の
挫
折
か
ら
目
標
を
見
失

い
、
笑
顔
が
消
え
、
精
神
的
に
追
い
つ
め
ら
れ
、
体

調
ま
で
崩
し
は
じ
め
た
時
に
は
、
と
に
か
く
も
う
一

度
息
子
の
笑
顔
が
見
た
い
と
願
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

し
か
し
、
彼
は
見
失
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、

卒
業
後
の
自
分
の
姿
。
そ
の
夢
を
叶
え
て
く
れ
た
の

が
、
陸
上
競
技
部
の
監
督
、
そ
し
て
キ
ャ
リ
ア
支
援

課
の
先
生
方
で
あ
る
。

　

自
ら
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
の
ド
ア
を
叩
き
、
模
擬
面

接
で
自
信
を
付
け
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
息
子
は
、
臆

す
る
こ
と
な
く
第
１
志
望
の
企
業
に
的
を
絞
っ
た
。

以
前
の
自
己
肯
定
感
の
低
い
ま
ま
だ
っ
た
ら
考
え
ら

れ
な
い
こ
と
だ
。
思
い
が
け
ず
就
職
試
験
の
面
接
で
、

他
の
会
社
を
ひ
と
つ
も
受
け
て
い
な
い
こ
と
を
問
い

詰
め
ら
れ
、
叱
責
さ
れ
た
時
も
、
彼
の
信
念
は
揺
ら

が
な
か
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
春
、
念
願
の
企
業
で
の

新
入
社
員
研
修
が
は
じ
ま
っ
た
。

　

私
自
身
も
親
和
会
の
役
員
を
や
ら
せ
て
い
た
だ

き
、
大
垣
を
何
度
か
訪
問
し
た
。
息
子
が
学
ぶ
大
学

は
も
ち
ろ
ん
、
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
み
な
さ

ま
や
学
友
の
み
な
さ
ん
と
お
会
い
し
、
遠
く
離
れ
た

大
垣
の
地
で
、
多
く
の
方
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
安
堵
し
、
嬉
し
く
思
っ
た
。
こ
の
地
で
、
学
ん
だ

こ
と
、
経
験
し
た
こ
と
が
、
今
の
彼
の
土
台
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
人
の
輪
を
大
切
に
、
人
生
を

謳
歌
し
て
欲
し
い
。

保
護
者
の
立
場
か
ら

大
城 

源
勇
さ
ん （
沖
縄
県
）

　

我
が
家
か
ら
初
め
て
県
外
進
学
で
息
子
を
出
す
事

に
な
り
、
親
の
心
配
を
よ
そ
に
早
く
自
立
し
た
い
気

持
ち
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
合
格
通
知
が
届
い

た
頃
、
そ
し
て
入
学
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
不
安
な
気

持
ち
を
親
に
気
づ
か
れ
な
い
様
に
気
丈
に
振
る
舞
っ

て
い
た
息
子
も
今
年
４
月
よ
り
沖
縄
県
内
で
無
事
に

就
職
す
る
こ
と
が
で
き
、
社
会
人
と
し
て
一
歩
踏
み

出
し
ま
し
た
。

　

思
え
ば
本
人
が
決
め
た
大
学
、〝
施
設
は
ど
う
だ

ろ
う
〞〝
地
域
の
環
境
は
ど
う
だ
ろ
う
〞、
私
自
身
、

息
子
以
上
に
不
安
な
気
持
ち
を
抑
え
て
入
学
前
に

キ
ャ
リ
ア
支
援
課
の
硬
式
野
球
部
塚
田
総
監
督
紹
介

の
ア
パ
ー
ト
を
見
な
が
ら
大
家
さ
ん
に
挨
拶
し
、

キ
ャ
ン
パ
ス
ま
で
寄
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
入
学

前
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
頂
い
て
お
り
ま
し
た
が
、

実
際
、
目
の
前
に
立
派
な
建
物
、
運
動
部
等
の
施
設
・

設
備
等
を
垣
間
見
て
、
す
べ
て
が
想
像
以
上
で
感
動

し
た
こ
と
を
今
も
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
ま
す
。

　

息
子
が
ア
パ
ー
ト
で
一
人
暮
ら
し
を
し
て
半
年
、

今
度
は
家
内
を
連
れ
て
キ
ャ
ン
パ
ス
を
見
て
回
り
、

ア
パ
ー
ト
で
息
子
と
し
ば
し
雑
談
。
息
子
と
別
れ
、

ふ
と
レ
ン
タ
カ
ー
助
手
席
の
家
内
を
見
て
み
る
と
目

を
真
赤
に
し
、「
父
さ
ん
、
10
㎏
は
痩
せ
て
い
た
ね
。

ち
ゃ
ん
と
自
炊
は
し
て
い
る
と
本
人
は
言
っ
て
い
た

よ
ね
」
と
、
思
わ
ず
私
ま
で
も
ら
い
泣
き
し
ま
し
た
。

　

２
年
生
、
３
年
生
と
進
級
す
る
に
つ
れ
目
標
単
位

取
得
と
部
活
、
ア
ル
バ
イ
ト
と
日
々
た
く
ま
し
く
な

る
息
子
を
見
な
が
ら
、
知
人
、
友
人
、
ア
パ
ー
ト
の

大
家
さ
ん
、
大
学
の
先
輩
、
先
生
方
、
キ
ャ
リ
ア
支

援
課
、
野
球
部
監
督
、
コ
ー
チ
、
仲
間
、
そ
し
て
地

域
環
境
が
本
人
に
と
っ
て
大
変
素
晴
ら
し
い
場
所

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

毎
年
大
学
側
よ
り
開
催
さ
れ
ま
す
親
和
会
（
保
護

者
会
）
で
学
生
の
現
在
の
状
況
、
大
学
側
の
取
り
組

み
等
の
説
明
が
あ
り
、
そ
の
際
、
個
別
相
談
に
も
対

応
し
て
頂
き
大
変
満
足
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
昨
年

は
谷
江
学
長
自
ら
沖
縄
ま
で
時
間
を
作
っ
て
お
越
し

頂
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

息
子
が
４
年
時
初
期
よ
り
就
職
活
動
で
粘
り
強
く

サ
ポ
ー
ト
し
て
頂
い
た
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
の
ス
タ
ッ

フ
の
皆
さ
ん
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
新
卒

の
就
職
が
大
変
厳
し
い
日
本
経
済
で
は
あ
り
ま
す

が
、
社
会
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
よ
り
多
く
の
人
材
が

岐
阜
経
済
大
学
よ
り
輩
出
さ
れ
る
こ
と
を
祈
願
し
て

お
り
ま
す
。

学
生
の
活
躍
の
場

清
水 　

茂
さ
ん （
岐
阜
県
）

　

息
子
は
、
一
年
次
の
基
礎
演
習
で
鈴
木
ゼ
ミ
に
入

り
ま
し
た
。
一
年
次
の
時
の
息
子
は
、
人
前
に
出
て

話
す
事
や
、
一
つ
の
事
に
集
中
し
て
取
り
組
む
事
が

苦
手
で
し
た
。

　

し
か
し
、
二
年
次
に
ゼ
ミ
の
延
長
で
も
あ
る
マ
イ

ス
タ
ー
倶
楽
部
に
所
属
す
る
事
で
変
化
が
見
え
て
き

ま
し
た
。
そ
の
倶
楽
部
の
中
で
、
T
M
N
（
土
ま
る

け
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
グ
ル
ー
プ
に
入
り
、
学
外
に
出

て
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
、
地
域
の
人
た
ち
と
触
れ
合

う
事
で
、
人
間
性
を
磨
く
場
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

そ
し
て
三
年
次
に
は
、
倶
楽
部
の
代
表
を
や
ら
せ

て
い
た
だ
き
、
責
任
感
が
身
に
つ
い
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
人
と
話
す
事
が
自
然
と
出
来
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
先
、
社
会
に
出
た
時
に
一
番
大
切
な
の

は
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
信

頼
関
係
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
れ
を
築
き
あ
げ
る

に
は
、
何
事
に
も
責
任
を
持
っ
た
行
動
を
と
っ
て
も

ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

学
生
生
活
最
後
の
四
年
次
に
は
、
倶
楽
部
の
O
B

の
方
々
と
の
交
流
が
よ
り
深
ま
り
、
私
た
ち
に
話
せ

な
い
事
で
も
何
で
も
気
軽
に
相
談
に
乗
っ
て
頂
い
て

い
た
よ
う
で
す
（
笑
）。
そ
ん
な
方
々
に
支
え
ら
れ

た
息
子
は
、
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
れ
て
幸
せ
だ

と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
も
、
学
生
が
活
躍
で
き
る
場
で
あ
る
マ
イ
ス

タ
ー
倶
楽
部
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
そ
ん
な
学
生
が
活
躍
で
き
る
団
体
の
あ

る
岐
阜
経
済
大
学
は
、
と
て
も
魅
力
的
だ
と
感
じ
ま

す
。
学
生
の
方
た
ち
も
、
も
っ
と
外
に
出
て
活
躍
し
、

岐
阜
経
済
大
学
の
名
前
を
ひ
ろ
げ
て
も
ら
い
た
い
で

す
。
そ
し
て
、
地
域
に
よ
り
密
着
し
た
学
校
創
り
を

目
指
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
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藤井 奈央さん　臨床福祉コミュニティ学科3年
（岐阜県 大垣南高校出身）

　私が今回、海外語学研修に参加しようと
思い立ったのは大学でドイツ語を履修した
ことがきっかけでした。講義でドイツ語を
学ぶうちにドイツという国への関心が高ま
り、実際に現地へ行ってみたいと思ってい
たところ、この研修の事を知りました。特
に、ドイツへの海外語学研修の場合、宿泊
形態がホームステイだったため、勉強以外
にドイツの日常生活を体験できるというこ

とにも魅力を感じました。
　しかし、私は今まで海外への渡航経験
が全くなかったため、一人で行くことへの
不安は絶えずありました。ましてやドイツ
語もあやふやな上に英語でさえも得意で
はない私が日本と異なる文化の中での生
活に馴染むことが出来るのかと考えるとと
ても不安でした。しかしそれでもドイツへ
行きたいという気持ちの方が勝っていまし
た。また、このような経験は学生である今だ
からこそ出来るものだとも思ったからです。

　そしてついに始まっ
たドイツでの生活。
思っていた以上に毎日
が新鮮で充実した3週
間でした。ドイツ語で
行われる授業を理解す
ることはなかなか大変
でしたが、5人程のクラ
スだったため、きめ細
やかな指導を受けまし

た。また、堅苦しい内容ばかりではなく、
ゲーム等もたくさん取り入れられていてと
ても和気あいあいとした雰囲気の中で勉
強することが出来ました。
　ホームステイだった私は、一人暮らしの
女性の方のお家にお世話になっていまし
た。とても明るく優しい方で、夜にはその日
あったことを話したり、一緒に買い物に
行ったりして過ごしました。家には他にも
中国人のご夫妻とインド人の男性、そして
ルームメイトのスイス人の女の子がいたた
め、家に居ながら国際交流ができとても刺
激的でした。この研修が充実していたのは
ホームステイのおかげだと言っても過言で
はありません。
　この研修を無事に終えられたことは自
分に対する自信にもつながりました。不安
なこともありましたが、自分自身が成長す
るためのチャンスでもあると信じ、思い
切って挑戦してみて本当に良かったです。

杉山 怜奈さん　スポーツ経営学科2年
（滋賀県 草津東高校出身）

　ハワイで過ごした３週間は、私にとって
初めてのことばかりで毎日がとても新鮮で
した。初めて通ったハワイ大学はとても広
く驚きました。私が受けたプログラムには
200人ほどが参加していました。日本人、韓
国人がほとんどでした。初日に受けたリス
ニングと面接のクラス別けテストでは、本
場の発音のよさからか日本で受けるテスト
より難しく感じました。
　私のクラスは、DOADYというおばあさ
ん先生でした。１つ１つ優しく教えてくれて
親しみやすかったです。日本と大きく違う
授業内容は、教科書を使わずに実際に会
話することを中心とした授業だったという
ことです。私たちが少しでも英語に親しみ
を感じやすくするために、授業の中で簡単
な英語のゲームを用いてくれました。また、
授業の一環としてハワイ大学の学生とのイ

ンターチェンジの時間がありました。イン
ターチェンジはハワイ大学の学生と私の
参加していたNICEのプログラム生が交流
をします。各日で行われ、1回30分程度同
じ学生同士で互いの国の話や、趣味や家
族のことなどたくさん話せる機会です。
　このプログラムの参加者は皆、英語を学
びたい！ と、意欲的なので私もとても刺激
されました。毎時間、毎日が楽しいプログラ
ムの授業はあっという間に終わりました。
最終日のGRADUATIONのとき、このまま
ハワイに残ってもっと英語を学びたい！ 
もっと外国の文化に触れたい！ という気
持ちでいっぱいでした。
　この研修に参加して、日本とは違ったま

た新しい世界を知ることができ、私自身視
野が広がった気がします。1年前に大学の
この研修の制度を知ってから、この研修に
参加することを大学生活の１つの目標とし
ていました。ハワイに到着した日から慣れ
ない環境の中で生活して、私自身大きく成
長することができました。日本では実家暮
らしをしている私が、海外で初めての一人
暮らし。一人で生活してみて、家族の大切さ
や愛情を受けて育っていることを改めて感
じました。この3週間で語学やコミュニケー
ション力がついたのは勿論、それ以上に各
国の人と知り合い、たくさんの自然に触れ
合い、親切な人に囲まれて過ごしたことは、
私にとってかけがえのない経験となりまし
た。本当にNICEのプログラムに参加してよ
かったです。また機会があれば今度は長期
で海外へ行きたいと思いました。

海外語学研修レポート
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西川 広樹さん　経済学科3年
（新潟県 長岡明徳高校出身）

　2009年夏。３週間のフランス語語学研
修のため、ブルゴーニュ大学の語学学校
CIEFへ短期留学しました。
　早朝のシャルル・ド・ゴール空港に降り
立つと日仏文化協会の日本人現地スタッ
フが出迎えてくれました。ブルゴーニュ大
学のあるディジョンまでのTGVの同行と、
入学、入寮手続きをサポートしてくれます。
　寮は改装されたばかり。新しくシャ
ワー、トイレの完備された個室へと入るこ
とができました。各部屋にネット回線（有
線）も用意されているし、大学内は至るとこ
ろでWi-Fiを利用できます。
　授業の方は、通学初日はオリエンテー
ションとレベル分けテストで、留学生は日
常会話が可能なレベルからまったくフラン
ス語を知らずに来たというツワモノまで

様々であり、自分のレベルにあった
授業を受けることができます。
　語学授業のあとに文化、歴史、政
治などのオプション授業があり自
由に参加できます。先生は教える
意欲充分で、生徒も積極的にディ
スカッションする大学らしい授業
を味わうことができます。
　ちなみにお昼休みは２時間あり、ゆっく
り食事をしながら、いろいろな国の学生た
ちとコミュニケーションができます。雰囲
気がゆったりとした国なのでとても一日が
長く感じられ、密度の濃い時間を過ごすこ
とができました。
　ディジョンはとても趣のある中世の街で
す。日本と同じように郊外に大型店舗が進
出しているにも関わらず、古くからの商店街
もにぎわっています。週末に開催されるマル
シェ（市場）も見逃すことはできません。
　週末は大学の主催するエクスカーショ
ンに参加することもできます。個人的に旅
行することもできます。自分は２週目の終
わりに、パリにホテルを予約して１泊２日の
パリ観光をしました。

　今回の研修の成果としては、出国前に仏
検４級まで取得しましたが、実際はほとんど
実用にならないレベルのものであり、３週間
でなにか実になるのだろうかと不安でした。
　帰国前日に現地のフランス人スタッフか
ら電話がかかってきました。スタッフは日
本語はおろか英語もほとんど話せません。
｢授業どうだった？｣、｢明日何時の電車に乗
るの？｣、｢寮まで迎えに行くよ。｣と会話が
流れました。
　ふと考えてみると、ちゃんと受け答えが
できています。３週間の成果があったよう
に感じました。“語学は習うより慣れろ！”
　今年も自費で行こう！　そう思わせてく
れる語学研修でした。

上海財経大学から2人の交換留学生を迎えました

日本に留学しようと思った
きっかけは何ですか。

　日本のアニメが大好きで、日本語能力検定試験1級を習得しよう
と思いました。上海財経大学から2級の資格があれば、日本に留学
できると聞き、もっと日本語を勉強したいと思い、日本に来ました。

上海財経大学では、何を学んでいますか。岐阜経済大学を
選んだ理由は何ですか。
　経済を学んでいます。コーポレートファイナンスを専攻していま
す。日本語で面接を受けたのは、本学と一橋大学で、日本語で授
業をするのは、岐阜経済大学なので本学を選択しました。

岐阜経済大学で学ぶにあたって期待することは何ですか。
　日本語を勉強して、1年後には、より日本語が上手になりたいと
思っています。また、日本の友人をたくさん作り、日本と中国の交
流する機会がより多くなることを期待しています。経済学科に所
属するので経済を勉強し、国際経済に強くなりたいです。

日本に留学しようと思った
きっかけは何ですか。

　日本文化に興味があります。日本と中国では考え方が違うと思
いますが、より両者がわかりあい、両国の文化を伝えたいと思って
います。そのために、日本語を勉強し、両国の交流がより多くな
ることを期待しています。

上海財経大学では、何を学んでいますか。岐阜経済大学を
選んだ理由は何ですか。
　日本語と経済（国際経済）を学んでいます。他の大学は、英語で
面接する大学が多く、岐阜経済大学と一橋大学だけ、日本語で面
接を受けました。日本語で授業があるのは、岐阜経済大学なので
選択しました。

岐阜経済大学で学ぶにあたって期待することは何ですか。
　経済学科に所属し、日本語を上手になり、日本の友人をたくさん
作りたいと思っています。日本と中国の交流する機会がより多くな
り、両国間で考え方を超えた交流を深められることを期待していま
す。また、中国では、親に食事とか身のまわりの世話をしてもらいま
したが、日本に来て、自炊して、男として独立したいと思っています。

陳　舜 さん
チン シュン

魯　天 強 さん
ロ テン キョウ
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陸上競技部
知多運動公園陸上競技場

2010.4/11

　

4
月
11
日
（
日
）、
知
多
運
動
公
園
陸
上
競

技
場
に
て
、
東
海
学
生
春
季
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

気
温
の
高
い
中
、
本
学
陸
上
競
技
部
の
今
年

に
な
っ
て
最
初
の
大
き
な
大
会
と
し
て
、
90
名

（
そ
の
う
ち
1
年
生
は
30
名
）
の
陸
上
部
員
が

出
場
し
、
２
種
目
（
男
子
走
幅
跳
、
三
段
跳
）

で
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

1
年
生
に
と
っ
て
は
、
大
学
生
活
最
初
の
大

会
で
、
先
輩
方
と
混
じ
っ
て
好
成
績
を
あ
げ
、

陸
上
部
の
一
員
に
な
っ
た
こ
と
を
感
じ
る
充
実

の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
成
績
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

東海学生春季大会にて
2種目で優勝

　

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
が
今
年
の

4
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
川
﨑
千
明

監
督
、
増
渕
ま
り
子
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、

伊
藤
良
恵
コ
ー
チ
と
実
業
団
リ
ー
グ

や
五
輪
で
の
経
験
を
も
つ
ス
タ
ッ
フ

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
、
準
強
化
指
定
ク
ラ
ブ
と
し

て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。

川
﨑
監
督
の
抱
負

　

2
0
1
0
年
4
月
に
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
が
発
足
し
ま
し
た
。
今
年

度
は
部
員
数
も
少
な
く
、
対
外
試
合

も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ

の
基
礎
は
「
体
力
」
と
「
耐
力
」。
今

年
は
ま
ず
心
身
の
基
礎
を
し
っ
か
り

と
固
め
、
3
年
以
内
の
イ
ン
カ
レ
出

場
を
目
標
に
が
ん
ば
っ
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

女子ソフトボール部発足女子ソフトボール部発足

女子ソフトボール部

伊藤 良恵
コーチ

増渕 まり子
アドバイザー

川﨑 千明
監督

男子走幅跳　 記録 7m27cm

優 勝 木本 祥仁
スポーツ経営学科4年（南伊勢高校出身）

女子4×100mリレー　記録 49秒11

３ 位
1 走　樋口 恵美
スポーツ経営学科3年（下諏訪向陽高校出身）

2 走　鈴木 咲子
スポーツ経営学科１年（東海大学付属翔洋高校出身）

3 走　鳥居 桃子
スポーツ経営学科2年（東海大学付属翔洋高校出身）

4 走　森川 美穂
スポーツ経営学科1年（東海大学付属翔洋高校出身）

男子ハンマー投　記録　53m14cm

2 位 加藤 大輔
経営情報学科（現情報メディア学科）4年
（一宮工業高校出身）

女子走幅跳　記録　5m36㎝

3 位 増田 マキ
スポーツ経営学科1年（島田商業高校出身）

男子三段跳　記録 15m18cm

優 勝 西川 祐也
経営情報学科（現情報メディア学科）4年
（高島高校出身）
＊上記記録は、全日本学生個人選手権の
　参加標準記録を突破する記録でした。
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硬式野球部

　

1
月
18
日
（
月
）、
長
野
県
の
白
馬
に
て
行
わ

れ
た
「
秩
父
宮
杯
・
秩
父
宮
妃
杯
・
寛
仁
親
王

杯 

第
83
回
全
日
本
学
生
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

（
4
部
）」
に
お
い
て
、
本
学
か
ら
出
場
し
た
学

生
チ
ー
ム
が
総
合
優
勝
し
ま
し
た
。
優
勝
に
よ

り
、
本
学
は
3
部
に
昇
格
決
定
し
、
次
回
か
ら

は
3
部
で
の
エ
ン
ト
リ
ー
と
な
り
ま
す
。

　

本
学
か
ら
出
場
し
た
の
は
左
記
の
4
名
。

全日本学生スキー
選手権大会で総合優勝（4部）

長野県白馬

2010.1/18

スキー部

堀内俊介監督が就任
　

堀
内
俊
介
監
督
は
、
慶
応
義
塾
大
学
時
代

か
ら
ボ
ー
ト
競
技
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

1
9
8
2
年
か
ら
東
レ
株
式
会
社
ボ
ー
ト
部

に
所
属
し
、
1
9
8
3
年
か
ら
1
9
8
6
年

ま
で
、
全
日
本
選
手
権
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

カ
ル
に
お
い
て
優
勝
し
、
1
9
8
2
年
・

1
9
8
6
年
に
は
、
ア
ジ
ア
大
会
男
子
シ

ン
グ
ル
ス
カ
ル
に
お
い
て
準
優
勝
し
て
い

ま
す
。
1
9
8
4
年
に
は
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル

に
お
い
て
、
日
本
代
表
と
し
て
出
場
し
て

い
ま
す
。

　

2
0
1
0
年
4
月
よ
り
本
学
ボ
ー
ト
部

監
督
に
就
任
さ
れ
、
ボ
ー
ト
部
の
指
導
に

あ
た
ら
れ
ま
す
。

ボート部

中ノ瀬幸泰コーチが就任
　

中
ノ
瀬
幸
泰
コ
ー
チ
は
、
1
9
9
1
年

3
月
、
西
濃
運
輸
株
式
会
社
の
野
球
部
に

投
手
と
し
て
入
社
し
、
1
9
9
5
年
阪
神

タ
イ
ガ
ー
ス
に
ド
ラ
フ
ト
２
位
指
名
を
受

け
、
4
年
間
、
プ
ロ
野
球
選
手
と
し
て
活
躍

さ
れ
ま
し
た
。
1
9
9
9
年
12
月
に
ア
マ

チ
ュ
ア（
西
濃
運
輸
）に
復
帰
さ
れ
た
後
、

2
0
0
5
年
に
現
役
を
引
退
さ
れ
て
か
ら

昨
年
ま
で
は
投
手
コ
ー
チ
と
し
て
手
腕
を

発
揮
さ
れ
、
西
濃
運
輸
野
球
部
の
都
市
対

抗
野
球
大
会
出
場
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

　

2
0
1
0
年
4
月
よ
り
、
本
学
硬
式
野

球
部
コ
ー
チ
に
就
任
さ
れ
、
硬
式
野
球
部

の
指
導
に
あ
た
ら
れ
ま
す
。

中
田 

優
一郎
さ
ん

ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
卒
業
生

（
富
山
第
一
高
校
出
身
）　

ス
キ
ー
部

三
浪 

清
平
さ
ん

臨
床
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
学
科
3
年

（
益
田
清
風
高
校
出
身
）　

ス
キ
ー
部

深
石 

佳
佑
さ
ん

ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
卒
業
生

（
上
越
総
合
技
術
高
校
出
身
）　

男
子
バ
レ
ー
部

松
野 
広
樹
さ
ん

ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
卒
業
生

（
安
塚
高
校
出
身
）　

陸
上
競
技
部

女子ソフトボール部発足
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2
0
0
9
年
度
の
就
職
状
況
総
括

　

一
昨
年
秋
に
突
然
起
こ
っ
た
世
界
的
な
金
融
不
況
を
契
機

に
、国
内
の
新
卒
採
用
市
場
は
急
激
に
縮
小
し「
売
り
手
優
位
」

か
ら
「
買
い
手
優
位
」
へ
と
一
転
し
ま
し
た
。「
1
0
0
年
に

一
度
」
と
ま
で
形
容
さ
れ
た
現
在
の
不
況
は
、「
就
職
氷
河
期

の
再
来
」
と
か
「
就
職
新
氷
河
期
」
と
も
謂
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

不
況
の
波
が
外
需
か
ら
内
需
へ
と
移
り
広
が
る
中
で
、
採

用
抑
制
の
渦
は
次
第
に
全
て
の
業
種
を
巻
き
込
み
ま
し
た
。

採
用
計
画
を
下
方
修
正
す
る
企
業
、
予
定
数
に
満
た
な
い
ま

ま
採
用
活
動
を
終
了
す
る
企
業
が
相
次
ぎ
、
全
国
の
新
卒
大

学
生
の
内
定
率
は
年
間
を
通
じ
て
低
位
に
推
移
し
ま
し
た
。

採
用
側
の
企
業
か
ら
す
れ
ば
、
厳
選
採
用
に
よ
る
優
秀
な
学

生
が
確
保
で
き「
質
の
重
視
」を
求
め
た
年
度
で
あ
り
ま
し
た
。

　

私
は
就
職
活
動
に
お
い
て
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
を
大
い
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
の
活
用
の
仕
方
は
ほ
と
ん

ど
が
相
談
で
し
た
。
就
職
活
動
を
始
め
た
当
初
は
金
融
関
係

の
仕
事
に
就
き
た
い
と
考
え
て
い
た
だ
け
で
、
特
に
業
界
研

究
を
進
め
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

キ
ャ
リ
ア
支
援
課
に
行
き
、
金
融
関
係
に
行
き
た
い
と
い
う

こ
と
を
話
し
た
だ
け
で
、
多
く
の
情
報
を
教
え
て
い
た
だ
け
、

と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
企
業
展
や
合
同
企
業
説

明
会
の
よ
う
な
主
要
な
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
全
て

を
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
で
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
就
職
活

動
も
中
盤
に
な
り
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
提
出
や
面
接
も

始
ま
っ
て
き
た
頃
は
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
チ
ェ
ッ
ク
を

し
て
い
た
だ
い
た
り
、
面
接
で
聞
か
れ
そ
う
な
こ
と
を
事
前

に
教
え
て
い
た
だ
い
た
り
と
大
変
面
倒
を
見
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
私
は
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
の
お
か
げ
で
就
職
で
き
ま
し
た
。

資格講座を開講します
本学では、在学中に資格を取得したり、専門的な技術を習得しようという意欲を
もつ皆さんをバックアップするため、以下の15種類の資格・教養講座を開講します。
各自のステップアップのため、ぜひ積極的に受講してください。

日商簿記２級検定1

日商簿記３級検定2

ビジネス能力検定２級5
ビジネス能力検定３級6

保育士試験対策10
公務員試験対策Ⅰ11
公務員試験対策Ⅱ12
教員試験対策Ⅰ13
I T パスポート試験14
CAD講座（CATIA）15

ニュース時事能力検定３級7

日商販売士２級検定
日商簿記３級検定（夜間コース）

3
日商販売士３級検定4

ファイナンシャルプランナー２級ＦＰ技能士（AFP）8
ファイナンシャルプランナー３級ＦＰ技能士9

5/14～2/25

5/12～11/10
8/28～9/17
5/15～6/19
9/17～10/30
5/8～5/29

5/12～6/19

4/21～7/29
5/12～12/22
2/18～2/22
5/12～12/22

8/16～8/20
10/9～3/12

4/21～11/13
初日は体験講座

5/8～12/28
5/1～7/31

4/5～4/30 30,000 15,000 15,000

16,000
15,000（テキスト代含む）

8,000
11,000 5,000
16,000 8,000
10,000 5,000

5,000 ̶

̶

40,000 20,000
40,000 20,000
15,000 7,500
40,000 20,000
30,000 15,000
20,000

35,000 17,500
15,000 7,500

15,000 7,500

10,400
5,200
4,000
4,000

約10,000

7,000
4,200

8,400
6,300

3,675

4/5～4/30
4/5～8/12
4/5～4/30
4/5～9/3
4/5～4/23

4/5～4/30

4/5～4/20
4/5～4/30
4/5～2/8
4/5～4/30

4/5～7/15
4/5～9/24

4/5～4/30

4/5～4/28
4/5～4/21

講　座　名 開催時期 申込期間 テキスト代（円）
受講料（円）

再受講初回受講

10,500
※公務員･教員共通
テキスト初回受講
生のみ購入

（検定料3,900円含む）
6,735

●
卒
業
生
の
声

大垣信用金庫入社
2010年3月経済学科卒業
岐阜県 大垣工業高校出身

ファイナンシャルプランナー3級を
本学資格講座で取得

久富 啓太さん

2010年3月卒業生
就職率
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就
職
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

キ
ャ
リ
ア
支
援
課
で
は
、
１
〜
３
年
次
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア

形
成
の
授
業
を
通
し
て
知
識
の
積
上
げ
だ
け
で
な
く
、
就
職

活
動
に
役
立
つ
自
己
分
析
・
業
界
研
究
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

等
多
く
の
企
画
を
組
入
れ
て
い
ま
す
。
今
年
か
ら
３
年
次
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
授
業
は
、
３
ク
ラ
ス
編
成
の
授
業
も
一
部
取

入
れ
更
に
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

今
日
、
企
業
の
採
用
活
動
早
期
化
に
伴
い
、
全
国
の
大
学

生
が
３
年
次
の
１０
月
か
ら
就
職
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

学
生
の
中
に
は
、
秋
か
ら
の
合
同
説
明
会
に
参
加
し
て
い
る

だ
け
で
就
職
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
勘
違
い
し
て
い
る
学
生

も
い
ま
す
が
、
採
用
さ
れ
る
に
は
個
々
の
企
業
説
明
会
に
参

加
し
て
エ
ン
ト
リ
ー
を
行
う
等
、
志
望
の
意
思
表
示
を
し
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
長
い
よ
う
で
短
い
就
職
活
動
、
皆
さ

ん
に
は
３
年
次
の
前
期
か
ら
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

本
学
の
状
況

　

結
果
的
に
、
厳
し
い
環
境
下
で
良
く
健
闘
し
た
と
言
え
ま

す
。
個
々
の
就
職
先
を
見
て
み
て
も
、
公
務
員
・
教
員
や
金

融
関
連
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
関
連
企
業
へ
は
、
例
年
以
上
の
人
数

を
輩
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
金
融
・
ス
ポ
ー
ツ
関
連
を
除
い
た
上
場
企
業
・

上
場
子
会
社
へ
も
３１
人
の
就
職
者
（
内
定
者
４５
人
）
を
出
し

た
こ
と
は
、
後
輩
を
多
い
に
勇
気
付
け
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
年
の
先
輩
た
ち
は
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
が
主
催
し
た

学
内
企
業
セ
ミ
ナ
ー
・
金
融
セ
ミ
ナ
ー
・
就
職
活
動
特
別
講
座
・

就
活
サ
ー
ク
ル
等
へ
の
参
加
意
欲
も
高
く
、
ま
た
４
年
次
に

お
い
て
も
資
格
に
挑
戦
す
る
学
生
も
多
く
い
ま
し
た
。
在
学

生
の
皆
さ
ん
も
、「
先
輩
に
続
け
」
と
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
を
大

い
に
利
用
し
て
下
さ
い
。

就職までのスケジュール 1年次から就職を見据えて、社会人として必要な力を育成します。

基本的な就職活動
本学行事およびキャリア形成授業

3 年 次2 年 次1 年 次
月

4

5

10

11

1

2

3

6

7

8

9

4

12

・ オリエンテーション
・ 資格・試験対策講座ガイダンス
・ 一般常識模擬試験（ＳＴＡＲＴ）

・ オリエンテーション
・ 資格・就職試験対策講座ガイダンス
・ 一般常識模擬試験（ＳＴＡＲＴ）

・ オリエンテーション
・ 資格・試験対策講座ガイダンス
・ 一般常識試験（自己発見レポート）

・ 就職を意識しはじめ先輩など
周辺から情報収集
（部活・サークル等を活用して
の先輩訪問開始）

・ 自己分析
―自己ＰＲのために自身を知る

・ 業界研究
―どんな職業があるのか。

・ 企業研究
―どんな会社があるのか。

・ 入社試験スタート

・ 自己分析
・ 職業観・キャリアプラン
・ ＳＰＩ試験対策
（言語・非言語・一般常識）

・ 一般常識対策  言語（長文読解）・ 一般常識１：時事Ａ　
・ 一般常識２：漢字　
・ 一般常識３：プレゼンテーション
・ 一般常識４：時事Ｂ

・ ＳＰＩ試験対策
（言語・非言語・一般常識）

・ 一般常識対策  非言語（基礎）
・ 新聞の読み方
・ 一般常識対策Ａ
（時事・経済・産業など）

・ 一般常識５：作文　　　
・ 一般常識６：マナー
・ 自己分析
・ キャリアプラン

・ 自己分析とＰＲ
・ エントリーシート・履歴書の書き方
・ グループディスカッション指導
・ 模擬グループディスカッション
・ 面接指導
〈個別面接指導開始〉

・ オリエンテーション・簡単な一般
常識試験

・ 内々定の取得開始

・ 今後のキャリアデザインについて
・ 新聞の読み方
・ 社会人基礎力について
・ まとめ・基礎学力試験

・ ＳＰＩ試験対策（講義）
・ ＳＰＩ試験対策（模擬試験・解説）
〈就勝特別講座〉
〈学内企業セミナー〉

・ ＳＰＩ試験対策（模擬試験・解説）
・ まとめ
・ ビジネスマナー実践編

〈就勝特別講座〉

・ 就職ガイダンスに参加
・ 就活サイトに登録
・ キャリア支援センター訪問（個別
面談）

・ 志望業界、企業を絞り込む
・ 合同説明会に参加
・ 会社説明会に参加
・ キャリア支援課での面接練習

・ 人事面談スタート

・ 企業へのエントリー開始

・ エントリーシート・履歴書の記入

・ Ｊ－ＮＥＴ登録
・ 新聞の読み方
・ 業界研究・企業研究・職種研究
〈金融セミナー〉

〈夏季インターンシップ〉

・ ＳＰＩ試験対策
（言語・非言語・一般常識）
・ まとめ・模擬就職試験
・ ビジネスマナー講習会１

就職活動

4 年 次

・ 内々定の取得開始
・ 未内定者への個別指導

・ 未内定者への個別指導

・ 未内定者への個別指導

・ 未内定者への個別指導

・ 未就職者のための
学内ガイダンス

・ 未内定者への個別指導

・ 未内定者への個別指導

・ 未内定者への個別指導

・ 卒業式

・ 入社式

・ 内定式
・ 未内定者への個別指導

・ 未内定者への個別指導

・ 未就職者のための
学内ガイダンス

・ 未内定者への個別指導

〈夏季インターンシップ〉

・ コミュニケーション能力：聴く力
・ コミュニケーション能力：話合う力
・ 一般常識Ｂ
（国語・社会生活・文化など）
・ まとめ・全体的復習　

公
務
員
・
教
員　

３６
人

金
融
関
連　
　
　

２６
人

ス
ポ
ー
ツ
関
連　

１５
人
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１９
、
２０
世
紀
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
の
文
学
、
と
り
わ

け
詩
の
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
特
に
イ
ギ
リ
ス
文
学
に
お

い
て
は
文
学
と
言
え
ば
伝
統
的
に
は
詩
の
こ
と
を
指
し
ま

す
。
現
在
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
小
説
な
ど
は
近
代
に
発
生
し
て

き
た
も
の
で
比
較
的
新
し
い
の
で
す
。
私
の
場
合
は
特
に

ア
メ
リ
カ
の
詩
の
方
を
中
心
に
研
究
し
て
い
ま
す
が
、
メ

イ
ジ
ャ
ー
な
詩
人
等
は
お
互
い
に
影
響
し
合
っ
て
い
ま
す

の
で
、す
べ
て
読
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。Whitm

an, 
P
ound, E

liot, S
tevens, W

illiam
s, S

andburg
, 

B
ishop

等
研
究
対
象
と
な
る
詩
人
は
多
数
お
り
枚
挙
の

い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
な
か
で
もE

m
ily 

D
ickinson

とW
allace S

tevens

と
い
う
詩
人
は

数
年
を
か
け
研
究
し
ま
し
た
。
そ
の
研
究
成
果
は
本
二
冊

に
纏
め
出
版
し
て
あ
り
ま
す
。
デ
ィ
ケ
ン
ス
ン
の
方
は

E
m
ily D

ickinson and the R
om
antic P

oets
(

1
9
9
8)

と
い
う
本
に
、
そ
し
て
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ズ
の

方
はEssays on W

allace S
tevens(

2
0
0
2)

と

い
う
本
に
な
っ
て
い
ま
す
。
と
も
に
詩
人
論
で
す
が
、
英

文
で
書
か
れ
て
あ
る
の
で
日
本
の
読
者
に
は
な
じ
み
が
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
学
会
等
の
日
本
語
に
よ

る
書
評
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
そ
の
書
評
は
読
む
こ

と
は
で
き
ま
す
。
詩
は
言
葉
（
な
い
し
は
文
学
）
の
華
と

言
わ
れ
書
く
に
も
読
む
の
に
も
高
度
な
言
語
感
覚
が
必
要

と
さ
れ
ま
す
。
知
性
と
感
性
を
同
時
に
育
て
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ら
を
す
ぐ
れ
た
レ
ベ
ル
ま
で
に
有
し

て
い
る
頭
脳
は
稀
有
で
す
。
す
こ
し
で
も
自
己
の
詩
境
を

深
く
し
広
げ
よ
う
と
し
て
毎
日
努
力
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

２
０
１
０
年
に
は
昨
年
度
の
米
国
在
外
研
究
の
後
、

デ
ィ
ケ
ン
ス
ン
学
会
等
の
発
表
が
予
定
さ
れ
て
い
る
の
で

現
在
そ
の
用
意
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

古口 博之 先生

栃木県1956年生まれ。獨協大学外国語学
部英語科を卒業してから専攻科を修了。そ
の後、米国のミシシッピー大学大学院英文
科に留学。MAそしてSEを取得。 この時の
対象はノーベル文学賞受賞者のウイリア
ム・フォークナー。アメリカ南部の文学を
中心に研究を進めた。　帰国後、研究対象
を詩に移行し、関東地域の千葉大学、獨協
大学、神田外語大学で教えた後、平成５年
岐阜経済大学経済学部に着任。翌年経営
学部へ移籍。平成19年～20年在外研究の
ため米国アーマスト大学に留学。

文学と人

経営学部教授

囲碁と短歌がもっぱら
の趣味。囲碁の腕前は
四段といったところで

す。最近はインターネットで碁がうてる
ようになりパンダネットという碁のネッ
ト会員になっています。碁は頭と感性
の訓練にはもってこいです。短歌のほ
うは現在「幻桃」の会員です。短歌は
詩の研究に関連していますので、勉強
になります。学生にも知性と感性を同
時に磨いてほしいですね。

趣味拝見趣味拝見

アーマスト大学と卒業式

アーマスト大学囲碁クラブ
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趣味拝見

近
著
紹
介

企
業
人
育
成
コ
ー
ス
の
科
目

「
地
域
企
業
研
究
Ⅰ
」の
講
師
と
し
て
、

株
式
会
社
ト
ー
カ
イ
の
大
野
隆
章

副
社
長
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　

4
月
15
日（
木
）、「
地
域
企
業
研
究
Ⅰ
」

の
授
業
に
お
い
て
、
企
業
人
育
成
コ
ー

ス
の
協
力
企
業
で
あ
る
株
式
会
社
ト
ー

カ
イ
の
大
野
隆
章
代
表
取
締
役
副
社
長

を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
ま
し
た
。

　

企
業
人
育
成
コ
ー
ス
は
、
2
0
0
9

年
度
か
ら
始
ま
っ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
、
経
済
学

科
の
教
育
課
程
を
基
礎
に
し
て
、
岐
阜
県
の
西
濃

を
中
心
と
す
る
地
域
の
企
業
に
就
職
し
、
こ
の
地

域
で
活
躍
す
る
に
相
応
し
い
人
材
を
養
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

第
1
回
の
テ
ー
マ
は
「
我
社
の
歴
史
―
事
業

多
角
化
そ
し
て
〝
選
択
と
集
中
〞」、
講
義
は
、『
カ

ン
パ
ニ
ー
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
（
会
社
概
要
）』
か
ら

始
ま
り
、『
創
業
〜
事
業
多
角
化
』、『
事
業
の
選

択
と
集
中
』
へ
と
進
み
ま
し
た
。「
企
業
は
人
と

社
会
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
存
在
し
事
業
を
展

開
す
る
。
時
代
の
変
化
、
人
と
社
会
の
変
化
に
適

応
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。
…
事
業
に

は
永
続
性
は
な

い
が
、
企
業
は
、

永
続
性
を
求
め

ら
れ
る
。」、「
事

業
に
は
、導
入
期
、

成
長
期
、
成
熟

期
、衰
退
期
が
あ

り
、
会
社
の
事

業
が
ど
の
時
期

に
あ
る
か
を
常
に
見
極
め
、
事
業
展
開
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
な
ど
、
企
業
が
存
続
し
て

い
く
厳
し
さ
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
企
業

経
営
の
第
一
線
に
立
つ
大
野
先
生
の
迫
力
に
満
ち

た
言
葉
に
学
生
た
ち
も
深
く
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。

情
報
メ
デ
ィ
ア
学
科
に
、映
像
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
論
の

授
業
を
開
講
し
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
講
師
と
し
て
、
東
急
エ
ー
ジ
ェ
ン

シ
ー
名
古
屋
支
店
の
営
業
部
長
で
あ
る
宮
川
一
興

さ
ん
を
お
迎
え
し
て
、
4
月
8
日（
木
）に
最
初
の

授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

宮
川
先
生
に
は
、
現
在
、
企
業
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
部
門
や
広
告
会
社
等
で
行
わ
れ
て
い
る
最
新

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
技
術
と
映
像
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

技
術
を
、
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
テ
キ
ス
ト
を

用
意
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
1
回
目
の
講
義
は
、
ブ
ラ
ン
ド
と
は
何
か
、

コ
ン
シ
ュ
ー
マ
イ
ン
サ
イ
ト
と
は
何
か
な
ど
現
在

の
広
告
実
務
に
触
れ
る

こ
と
の
で
き
る
講
義

が
、
有
名
企
業
の
広
告

事
例
を
織
り
交
ぜ
な
が

ら
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
戦
略
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
の
講

義
が
行
わ
れ
、
映
像
技
術
に
関
す
る
授
業
で
は
、

現
役
の
Ｃ
Ｍ
プ
ラ
ン
ナ
ー
も
加
わ
り
実
技
指
導
も

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

斎
藤 

悦
子 

教
授

共
同
執
筆

　

本
書
は『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
生
活
経
済
論
』伊
藤
セ

ツ
編
著（
2
0
0
0
年
刊
）の
全
面
改
訂
版
で
あ
る
。

現
在
の
新
し
い
家
族
、世
帯
の
あ
り
方
を
十
分
に
踏

ま
え
、生
活
経
済
に
お
け
る
課
題
に
、福
祉
社
会
に

お
け
る
主
体
的
生
活
経
営
と
い
う
視
点
を
入
れ
鋭

く
迫
る
。給
与
所
得
者
世
帯
の
収
入
の
源
泉
で
あ
る

賃
金
と
企
業
の
社
会
的
責
任
を
結
び
つ
け
る
ほ
か
、

自
営
業
や
年
金
生
活
者
と
い
っ
た
非
給
与
所
得
者

世
帯
の
家
計
収
支
に
つ
い
て
も
目
を
向
け
た
。ア
ン

ペ
イ
ド
・
ワ
ー
ク
、多
重
債
務
問
題
に
つ
い
て
も
触

れ
て
い
る
。斎
藤
教
授
は「
第
３
章　

雇
用
と
賃
金
に

対
す
る
企
業
の
社
会
的
責
任
」を
執
筆
し
て
い
る
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
で
学
ぶ
生
活
経
済
論

福
祉
社
会
に
お
け
る
生
活
経
営
主
体

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

2
0
1
0
年
4
月

森　

 

誠
一 

教
授

共
同
執
筆

　

本
書
は
、全
国
の
1
0
0
本
以
上
あ
る
１
級
河
川

を
中
心
に
、我
が
国
の
最
先
端
の
河
川
工
学
者
や
河

川
生
態
学
者
な
ど
の
執
筆
陣
に
よ
っ
て
、各
河
川
の

自
然
、治
水
、利
水
や
歴
史
文
化
の
特
性
を
簡
潔
に

ま
と
め
ら
れ
た
。い
ず
れ
の
河
川
も
、特
徴
的
な
自

然
環
境
を
も
ち
な
が
ら
、氾
濫
を
繰
り
返
し
て
全
国

で
も
有
数
の
広
さ
の
平
野
を
形
成
し
て
い
る
。そ
の

地
に
人
は
、豊
か
な
水
資
源
の
恩
恵
を
受
け
て
穀
倉

地
帯
を
作
り
、産
業
を
興
し
て
、人
の
生
活
が
営
ま

れ
て
お
り
、人
と
河
川
の
密
接
な
結
び
つ
き
を
説
い

て
い
る
。

　

森
教
授
は
、本
校
の
近
く
を
流
れ
る「
揖
斐
川
」

と
、自
身
の
長
年
に
わ
た
る
調
査
対
象
で
あ
る「
最

上
川
」を
担
当
執
筆
し
て
い
る
。

図
説　

日
本
の
河
川

朝
倉
書
店

2
0
1
0
年
1
月

森　

 

誠
一 

教
授

共
同
執
筆

　

本
書
は
、野
生
動
物
の
現
状
を
危
機
的
に
あ
る
も

の
が
多
く
、実
際
に
絶
滅
し
、ま
た
絶
滅
に
瀕
し
て

い
る
と
論
じ
て
い
る
。そ
う
し
た
生
物
の
激
減
は
、

生
息
環
境
の
劣
化
や
脆
弱
に
よ
っ
て
い
る
の
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
。森
教
授
は
ハ
リ
ヨ
を
中
心
と
し
た

湧
水
魚
ト
ゲ
ウ
オ
科
の
生
態
・
行
動
・
形
態
・
遺
伝
を

長
年
に
わ
た
っ
て
研
究
し
て
き
た
成
果
に
基
づ
き
、

本
書
の
う
ち
で「
湧
水
と
魚
類
の
保
全
」を
分
担
執

筆
し
て
、科
学
的
知
見
を
保
全
に
活
用
す
べ
く
シ
ナ

リ
オ
を
提
供
し
て
い
る
。特
に
、湧
水
性
の
魚
類
と

い
う
概
念
を
科
学
的
に
取
り
上
げ
、そ
の
実
態
と
そ

の
悪
化
を
指
摘
し
、保
全
に
向
け
て
具
体
的
な
対
策

を
提
言
し
て
い
る
。

野
生
動
物
保
護
の
事
典

朝
倉
書
店

2
0
1
0
年
1
月

森　

 
誠
一 
教
授

共
同
執
筆

　

本
書
で
、森
教
授
は
、数
年
前
か
ら
新
聞
マ
ス
コ

ミ
や
講
演
な
ど
で
唱
え
て
き
た「
日
本
川
国
論
」を
、

人
と
水　

水
と
環
境

勉
誠
出
版

2
0
1
0
年
1
月

森　

 

誠
一 

教
授

共
同
執
筆

　

こ
こ
十
数
年
、森
教
授
は
、鳥
海
山
麓
の
遊
佐
町

（
山
形
県
）で
、水
生
生
物
の
生
態
や
人
と
水
と
の
関

係
を
調
査
し
て
い
る
。そ
の
成
果
の
一
つ
と
し
て
、

本
編
集
本
に「
鳥
海
山
麓
の
湧
水
と
人
の
生
活
」を

寄
稿
し
た
。こ
の
町
は
鳥
海
山
の
南
麓
の
ほ
と
ん
ど

を
占
め
、そ
の
山
の
豊
か
さ
は
豊
か
な
水
を
保
証
す

る
典
型
的
に
顕
現
さ
れ
て
い
る
地
域
で
あ
り
、湧
水

生
態
系
を
研
究
す
る
上
で
非
常
に
適
し
た
場
所
で

あ
る
。ま
た
、そ
れ
は
人
が
水
と
い
か
に
関
わ
っ
て

き
た
か
を
知
る
た
め
に
も
、こ
の
地
域
な
ら
で
は
の

興
味
深
い
自
然
や
歴
史
の
特
性
と
、一
般
共
通
す
る

普
遍
的
な
課
題
を
提
供
し
て
く
れ
て
い
る
。

鳥
海
山
の
水
と
暮
ら
し

　
　
　
　

東
北
出
版
企
画

2
0
1
0
年
1
月

樋
下
田 

邦
子
准
教
授

佐
藤 

八
千
子
准
教
授

共
同
執
筆

　

本
書
は
、岐
阜
県
社
会
福
祉
士
会
会
長
宮
嶋
淳
が

中
心
と
な
り
、保
健
医
療
福
祉
の
専
門
家
が「
子
ど

も
の
豊
か
な
育
ち
を
擁
護
す
る
」と
い
う
視
点
か
ら

共
同
研
究
し
て
き
た
成
果
で
あ
る
。

　

本
書
は
、不
登
校
や
暴
力
行
為
、い
じ
め
が
深
刻

化
す
る
な
か
で「
ま
も
る
・
さ
さ
え
る
・
つ
な
ぐ
・
つ

く
る
」ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
機
能
を
活
用
し
て
、

学
校
で
の
支
援
体
制
作
り
、専
門
的
な
サ
ポ
ー
ト
、

地
域
を
育
て
る
地
域
づ
く
り
な
ど
、子
ど
も
の
豊
か

な
育
ち
の
擁
護
を
実
践
す
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
に
な
る
。子
ど
も
が
健
全
に
育
つ
権
利
は
全
て
の

子
ど
も
が
持
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、社
会
福
祉

士
、介
護
福
祉
士
、保
育
士
や
特
別
支
援
学
校
、教
職

を
目
指
す
学
生
だ
け
で
な
く
、小
中
学
校
な
ど
の
教

育
者
に
是
非
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　

樋
下
田
准
教
授
は
、「
第
5
章
子
ど
も
の
育
つ
権

利
の
擁
護
」で
、児
童
福
祉
法
、都
道
府
県
、市
町
村

の
役
割
、地
域
福
祉
か
ら
の
支
援
な
ど
に
つ
い
て
執

筆
し
て
い
る
。

　

佐
藤
准
教
授
は
、「
第
7
章
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
の
実
際
」の「
3
節
児
童
虐
待
」を
執
筆

し
て
い
る
。

子
ど
も
の
豊
か
な
育
ち
へ
の
ま
な
ざ
し

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
践
ガ
イ
ド久

美

2
0
1
0
年
3
月

山
田 

善
久 

教
授

共
同
執
筆

　

本
書
は
、大
規
模
コ
ー
パ
ス（
言
語
資
料
）を
活
用

し
た
初
の
独
和
辞
典
。使
用
頻
度
調
査
に
基
づ
く
重

要
語
の
選
定
や
コ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン（
連
語
）調
査
に

よ
る
用
例
の
見
直
し
を
行
な
い
、よ
り
使
い
や
す
く

実
用
的
な
記
述
を
実
現
し
て
い
る
。こ
こ
十
年
、二

転
三
転
し
て
い
る
綴
り
方
の
ル
ー
ル（
正
書
法
）も

２
０
０
９
年
最
新
版
に
対
応
し
、従
来
の
正
書
法
も

全
面
的
に
表
記
し
た
唯
一
の
独
和
辞
典
。見
出
し
語

数
は
７
万
３
５
０
０
語
で
、学
習
者
か
ら
専
門
家
ま

で
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
。和
独
も
約
１
万

３
５
０
０
語
と
充
実
し
て
い
る
。

　

山
田
教
授
は
、編
集
委
員
と
し
て
全
体
的
な
構
成

と
チ
ェ
ッ
ク
、重
要
語
の
選
定
な
ど
を
担
当
し
、具

体
的
に
は
、見
出
し
語〝A

n
g
e
ls
p
o
rt”

か
ら 

“
A
u
fw
and

”

ま
で（
P
64
〜
1
2
4
）、I
T
及
び

環
境
関
係
の
前
門
語
彙（
約
1
2
0
0
語
）の
箇
所

を
担
当
し
て
い
る
。

ア
ク
セ
ス
独
和
辞
典（
第
３
版
）

三
修
社

　
　

2
0
1
0
年
4
月

さ
ら
に
展
開
し
て
い
る
。日
本
は
山
間
部
が
７
割
を

占
め
る
山
国
で
あ
り
、こ
の
こ
と
は
そ
れ
だ
け
起
伏

や
谷
あ
い
が
多
く
、同
時
に
川
が
多
い
こ
と
を
意
味

す
る
。そ
の
急
流
で
あ
る
川
は
多
く
の
土
砂
を
運
搬

し
、流
域
に
人
が
生
活
す
る
場
と
し
て
の
平
地
や
扇

状
地
、河
岸
段
丘
を
形
成
し
て
き
た
。人
は
、水
害
と

の
闘
い
を
続
け
な
が
ら
も
、次
第
に
稲
作
を
中
心
に

農
業
地
帯
を
な
し
、近
代
に
至
っ
て
川
を
水
資
源
と

し
て
工
業
を
興
し
経
済
大
国
に
成
り
得
た
。ま
さ
に

国
の
成
り
立
ち
と
い
う
面
か
ら
も
、我
が
国
は
、川

に
大
き
く
依
拠
し
て
い
る「
川
の
国
」と
い
え
る
の

で
あ
る
。
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スプリングオープンキャンパスを
開催しました。
スプリングオープンキャンパスを
開催しました。
　３月21日（日）、スプリングオープンキャンパスを開催しま
した。あいにく雨の中でしたが多数の高校生、保護者の参加
がありました。最初に、入試広報課から学部、学科の内容と
入試制度の説明、クラブ活動の紹介などがあり、その後、経
営学部経営情報学科（現情報メディア学科）4年次生の松原
千里さんが加わり、入試広報課職員と松原さん二人によるトー
クショー形式で、大学生活の説明が行われました。内容は、
仲間の学生と吹奏楽部を立ち上げた経緯とそのサークル活動
の楽しさ、フランスでの短期語学留学の様子、現在の目標で
ある教職免許取得等、様々な話題で展開されました。
　全体説明会終了後は、4つのミニ講義「時給1200円のア
ルバイトやる？やらない？」、「脳を活性化させるレクリエーショ
ン」、「プロ野球のマネジメント―北海道日本ハムファイターズ
の事例を中心に―」、「情報メディアの商品開発」から関心の
ある講義を受講し、大学の学びに触れていただきました。
　午後からは、食堂のランチ体験、さらに個別懇談が開催さ
れ、現在関心のある学科について大学の教員から教育内容な
どわかりやすい説明を受け、参加した高校生からも大学で取
得したい資格など熱心な質問がありました。グループ単位で

の学内案内ツアーも行われ、大学を
肌で感じる充実した日となりました。

大垣市のたらい舟川下りで
本学学生が船頭を務めました。
大垣市のたらい舟川下りで
本学学生が船頭を務めました。
　今年も桜の咲く中、たらいに乗ってゆっくりと水門川をく
だる「たらい舟川下り」が始まり、第1日目の4月1日（木）は、
たらい舟6艘のうち3艘の船頭を本学マイスター倶楽部の学
生が務めました。この川下りは、大垣市観光協会が主催で
2003年から開催され、マイスター倶楽部では2004年から
毎年学生が船頭役を務めています。日頃のまちづくりの実践
学習の一環として、学生たちは乗客の方とのコミュニケーショ
ンも大切にしています。
　船頭役を務めた学生の一人、小川尚紀さん（大学院経営学
研究科2年）は、「あいにくの雨模様でしたが、桜がきれいに
咲いている所では、たらい舟をできるだけ近づけ、桜を楽し
んでいただくよう心がけました。県外からたらい舟に乗るた
めにお越しになる方も多く、日頃のマイスター倶楽部での学
習を生かし、大垣のよさをPRすることができました」と感想
をのべました。

　尚、この模様は、4月1日ぎ
ふチャンのワイド・タワー
43でも放送され、4月3日
（土）同局の「フォーカス
ぎふ」では、小川尚紀さん、
西野靖弘さん（経済学部
経済学科2年）のインタ
ビューの模様も紹介され
ました。

かがやきカレッジ・支援講座を開催します。かがやきカレッジ・支援講座を開催します。
　岐阜経済大学は、大垣市と共催で開講する「かがやきカレッ
ジ」の受講生を募集します。

※受　講　料 無料
※申し 込 み 希望する講座番号と氏名・住所・電話番号を
 岐阜経済大学総務課（0584-77-3511）へ
※申込み期間 5月17日（月）～

大垣市と岐阜経済大学は、学び続ける人生を応援します！

1 ・イノベーションが生活や社会を変える（1）　 6/8(火)　
・イノベーションが生活や社会を変える（2）  6/15(火)　
 黒川  博 経営学部教授

　イノベーションとは簡単に言うと、「新しいことを新し
い方法で行うこと」（J.A.シュンペーター）で、私たちの
生活や社会が変わる原動力の一つとなっています。本講
義では、このようなイノベーションについて理論的なアプ
ローチを試みるとともに、幾つかの事例を紹介します

2・こんなとき、どうする身近な民法（1）　6/22(火)　
・こんなとき、どうする身近な民法（2）　6/29（火）
 桑原茂樹 経済学部講師

　本講義では、冒頭で六法全書および六法の中の民法に
ついて概略的説明をします。その上で、具体的内容として、
まず、①交通事故などを想定して不法行為（民法709条
以下参照）に関する話をします。次に、②売買契約や賃貸
借契約（民法555条以下･601条以下参照）をはじめと
する契約に関する話をします。消費者契約法や製造物責
任法についても適宜言及します。

3・JR福知山線脱線事故と「責任問題」　7/6（火）　
・CSR（企業の社会的責任）論は
　　　　  「責任問題」をどう捉えるか　7/13（火）
 中村共一 経営学部教授

　JR福知山線脱線事故を事例として、事故の「企業責任
問題」を取り上げていきたいと思います。電車の「輸送サー
ビス」（生産物）は、悲惨な事故のなかで、「経済的責任」
をこえた「社会的責任」を問われています。事故は、その「責
任のあり方」を根本的に問いなおす課題を提起している
ものと思います。

《かがやきカレッジ》
●場所／岐阜経済大学　●開始・終了時間／18：30～20：00

4・最近の経済情勢　7/20（火）　
・これから柱となる産業は？　7/27（火）　
 河村宏明 共立総合研究所主任研究員
　　　　　　　　　（大垣共立銀行協力講座）

　最近景気回復が続いている日本の地、アメリカ、中国
等海外諸国の足元の経済情勢について解説いたします。
また今後の見通しについてや低炭素社会に向けて、様々
な取組みがなされているが、今後日本経済の柱となる産
業は何か？環境、エネルギー問題を含めて解説します。

　大垣市と岐阜経済大学は、ともに皆様の生涯学習の機会を
積極的に提供します。かがやきカレッジは、誰でも学ぶこと
ができます。いつもと違った視点から、今年は学んでみませ
んか？皆様のお越しを
お待ちしております。
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日本サッカー協会サッカーC級コーチ
修了証授与式を行いました。
日本サッカー協会サッカーC級コーチ
修了証授与式を行いました。

おいて現地調査として岐阜県世界淡水魚
水族館アクア・トトぎふを訪問しました。

経済学部石原・木村教授の基礎演習授業に
おいて現地調査として岐阜県世界淡水魚
水族館アクア・トトぎふを訪問しました。

　1月13日（水）経済学部木村隆之教授、石原健一教授引率
のもと、それぞれの基礎演習の受講生計13名が、岐阜県の
河川環境・希少な水生生物から岐阜の地域特性を学ぶことを
主目標に、現地調査・体験学習の一環として、岐阜県世界淡
水魚園水族館「アクアトト・ぎふ」を訪問しました。
　本学と｢アクア・トトぎふ｣とは、2008年7月に連携協定を
締結しています。最初に職員の方から「アクア・トトぎふ」の
設立の経緯などを説明いただき、館内の展示を見学しました。
　木村基礎演習で今回の幹事を務めた寒河江智己さん（経済
学科2年）は「岐阜県の河川環境・淡水魚の特色について学
ぶことができ、有意義な経験
となりました｣と感想を述べる
など参加者それぞれが岐阜県
に生息する希少な水生生物と
それらが絶滅に瀕している現
状について理解を深めること
ができました。

名古屋市等が主催する大学発ベンチャー
ビジネスプラン｢学生ビジネス部門｣で
本学学生が優秀賞を受賞しました。

名古屋市等が主催する大学発ベンチャー
ビジネスプラン｢学生ビジネス部門｣で
本学学生が優秀賞を受賞しました。
　1月15日（金）、名古屋市のメルパルクNAGOYAにて、名
古屋市と（財）名古屋都市産業振興公社、名古屋市新事業支援
センターが主催する大学発ベンチャービジネスプラングラン
プリ発表会が開催され、｢学生ビジネスアイデア部門」で村井
顕識さん（経営情報学科４年　ソフトピア共同研究室所属）、
竹中邦明さん（大学院経営学研究科1年）、土屋敏弘さん（大
学院経営学研究科1年）、山本健一さん（情報メディア学科3
年）、川合倫巧さん（経済学科2年）が優秀賞を受賞しました。
本年度の同部門には11大学から応募があり、43作品の中か
ら最も優秀という評価をいただきました。
　プランテーマは、｢現実空間のモノと情報資源のスペースを
一体化するシステム｣であり、現実空間のものにQRコードを
貼付することによって、リアルタイムに情報を書き込んだり、
更新することができるようになります。
　優秀賞の特典として今後、このテーマをビジネスに活用した
いと考える企業との
マッチングする機会
も与えられました。

大垣桜高校生と一緒に
福祉マップ作りを行いました。
大垣桜高校生と一緒に
福祉マップ作りを行いました。

第44回（2010年度）入学式を挙行しました。第44回（2010年度）入学式を挙行しました。
　4月3日（土）、本学講堂にて第44回入学式を挙行し400名が
入学しました。
　式は、谷江幸雄学長の式辞、土屋嶢理事長の挨拶と進み、在学
生を代表して、小田純樹さん（スポーツ経営学科4年　名城大学
附属高校出身）が祝辞を述べ、新入生代表として、蒔田悠介さん（経
済学部経済学科　飛騨神岡高校出身）が挨拶を述べました。
　式終了後、新入生に対し、個別の入学生ガイダンスが行われ、
学生証の配布や、これからの大学生活での心構え等が説明されま

した。保護者には、入学生父母対象
講演会が行われ、三尾美紀保健師が
「よりよい学生生活が送れるために―保健支援者として思うこと―」
をテーマに講演を行いました。
　午後からは、学生会主催の新入生歓迎会が行われました。
歓迎会は、食事をしながら個別のクラブ紹介が
行われ、学生応援ソング「Campus Life」
も初披露されました。最後にじゃんけん大会
があり、景品を競って盛り上がりました。
いよいよ始まる大学生活に、ますます
期待を膨らませた新入生たちでした。 1

2

3

4

　本学は高大教育連携協定の一環
として、大垣桜高校において高大
連携授業を実施しています。福祉
科1年生の生徒に対し、経済学部
樋下田邦子准教授、佐藤八千子准
教授、山田武司准教授の指導のも
と、6回の授業を行ったもので、
12月10日（木）は、本学臨床福祉コミュニティ学科２年生の
学生17名も協力し、フィールドワークを実施しました。福祉
マップを作成するため、大垣桜高校周辺の墨俣地区を実際歩
き、「こども」「高齢者」「障害者」「健常者」「聴覚障害者」
の5つの視点のグループに分かれて調査をしました。
　5グループはそれぞれあらかじめ分担した地域をおよそ1時
間にわたって歩き、各視点から観察しました。さらにフィール
ドワークを進める上で、①現状把握②予想される問題③考え
られる工夫④墨俣地区の良さ、強みを見つけ強化する方法を
考えるという4点に留意して福祉マップを作成しました。

　4月3日（土）の入学式後の学生表彰に引き続き、日本サッ
カー協会サッカーC級コーチ修了証授与式が本学講堂にて行
われました。
　スポーツ経営学科の学生は、「トレーニング演習」、「コーチ
ング演習」（ともにサッカーC級コーチ資格取得授業）を受け、
所定の試験に合格することにより、日本サッカー協会から同
資格の認定を受けることができます。今回の対象者は15名
で、そのうち6名がサッカー部に所属しています。
　サッカーC級コーチは、地域においてスポーツ活動を実施し
ている指導者、及びこれから指導者になるとする者を対象に、
12歳以下の選手・子どもたちに関わるグラスルーツで活動す
る指導者の育成を目指したカリキュラム構成となっています。
内容は、発育発達、技術・戦術理論、コーチング法、プラン
ニングなどに関する13時間の講義と、ボールフィーリング、ゴー
ルを奪う、シュートなどの22時間に及ぶ実技とからなってい
ます。
　授与式では、上川樹さん（スポーツ経営学科4年）が代表で、
修了証が授与され、その後、ひとりひとりに対し、髙橋正紀
教授より修了
証が手渡さ
れました。

15 岐阜経済大マガジン
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ど
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【特集】

岐阜経済大学生の生活大解剖
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梅木 真寿郎
経済学部講師
龍谷大学大学院
修士課程修了

徳永 俊太
経営学部講師
京都大学大学院
博士後期課程

山本 亜紀
財務課主事

愛知県立大学卒業

川島 弘治
スポーツ指導職員
大阪商業大学卒業

小木曽 隆臣
嘱託
教務課（社会福祉実習室）

南山大学卒業

川﨑 千明
嘱託

（入試広報課）
日本体育大学
大学院博士
前期課程修了

2010
年度
2010
年度

在学生トークショー／学部学科紹介／集中力のトレーニング体験／
ゼミ体験（8/1、8/21、9/19、10/10予定）／保護者説明会／個別相談／
キャンパスランチ体験／キャンパスガイドツアー（施設案内）

●メイン・オープンキャンパス 8/1（日）、8/21（土）、9/19（日）、10/10（日）
●学園祭オープンキャンパス 11/20日（土）・11/21（日）
●クリスマスオープンキャンパス 12/23（木・祝）
●スプリングオープンキャンパス 2011年/3/20（日）

日 程 （時間：10：00～15：00）

メニューメニュー

2010年度親和会総会・
父母懇談会を開催します！

　

ご
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す
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毎
年
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多
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さ
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の
で
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こ
の
機
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に
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今
年
も
多
く
の
皆
様
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

会場一覧

開 催 日

地　　区

会　　場

開始時刻

6 / 19（土） 6 / 27（日）7/4（日）

本学会場 沖縄会場浜松会場

総　　　会：10時
父母懇談会：11時 11　時13　時

岐阜経済大学
大垣市北方町5-50
☎0584-77-3511

ホテルJALシティ那覇
那覇市牧志1-3-70
☎098-866-2580

グランドホテル浜松
浜松市中区東伊場1-3-1
☎053-452-2114
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